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脳や神経は、どのように
形づくられるのかに興味

大隅先生は東北大学の副学長・
図書館長、さらにニューログロー
バルコアセンター・センター長と、
様々な職を勤められています。
また、女性研究者のリーダー的
な存在であり、東北大学での取
り組みは、女性の社会進出の面
でも大変注目されています。
まずは大隅先生の研究内容につ
いてご教示いただけますか。

大隅　私の主な研究の１つは、ヒ
トの発生発達、特に脳や神経の
発達に関するものです。受精卵か
らどのように胚が出来、どのように
神経が発達して脳が形成されてい
くのかなどを研究し、神経発達障
害の原因やメカニズムの解明に取
り組んできました。
　神経発達障害とは自閉症や
様々な精神疾患です。そうした
方々の脳では、どのような作用が
起きているのかを、遺伝子解析な
ど色 な々アプローチから研究してき
ました。

先生は脳や神経のことが専門で
すが、大学入学時は歯学を選ば
れているのですね。

大隅　はい。私は共通一次元年
に受験をし、東京医科歯科大学
に進みました。理由の１つには二
次試験の直前に風邪を引き、「直
接人を治せることは素晴らしい」
と感じたことです。風邪は自然に
治ることもあるけれど、虫歯はそう

はいかないよねと、自分で理由を
つけて東京医科歯科大の歯学部
に進みました。
　歯学部の授業は非常にユニー
クで、医学部と共通する基礎系
のことをギュッと詰め込んで学ぶ上
に、入れ歯なども作るのでデザイ
ンや材料系の要素もありました。と
ても変わった学問体系で興味深
かったのですが、入れ歯を作る方
では私の能力が及ばないように感
じ、研究者の道に進みました。
　私がとても興味を持っていたの
は、ヒトや生物が時間軸に沿って
ダイナミックに変化する現象でした。
そこで大学院では「顔の発生」
を研究テーマにしました。顔の元
になる神経堤細胞が時間と共にど
う変化し、どういう働きをしていくの
かを追跡する研究でした。
　その中で、私の研究の原点と
言える「全胚培養法」を用いた
実験を行いました。当時の池本
理化工業の「全胚培養装置」
があったおかげです。これは素晴
らしい装置で、簡単に説明すると、
ネズミの胎児を２〜３日間子宮の
外に取り出して培養できるのです。
今でも授業の中で、年に１回は必
ずこの装置を使うことにしています。
今またリバイバルで世界各国から
オーダーがあるようです。

「発生って素敵だなぁ」と
感動を覚えた全胚培養装置
成果は世界の教科書に掲載

大隅　この装置を使い、顔の元
になる神経堤細胞に蛍光色素で
標識し、追跡したわけです。非
常に地味な作業でしたが、私はラッ
トやマウスの胎仔の心臓がバクバ
クと打つ姿などを観察しながら「発
生って素敵だなぁ」と強く感じまし
た。この大学院の初めの頃に感じ
た思いが今も続いていると言えま
す。顔全体が対象ですが、歯学
部なので特に顎の細胞などがどこ
から来て顎を作っているのかを研
究していました。
　その成果は1993年に論文で発
表できました。脳では転写制御因
子Pax6というものが様々な領域に
発現するのですが、このPax6と
関連して「Pax6 変異による顔面
形成異常に神経堤細胞が関与す
ることを証明」出来たのです。
　1994年には、ちょっと専門的な
言葉になりますがPax6が眼の原
基が作られる「コンピテンス因子」
であることを証明し、論文発表しま
した。嬉しいことに、かなり引用さ
れていて、発生生物学の教科書
にも図付きで引用されています。
　このPax6は、最初は目の形成
に非常に重要だということで発見
されたのですが、私達は顔の形
成にも重要であることを突き止め、
さらにその後、脳の形成にも非常
に重要だということがわかってきた
ので発表し、評価を得たということ
になります。
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女性研究者のキャリア構築を牽引
神経学・自閉症学から見た
父親加齢の影響とは

東北大学副学長、附属図書館長
東北大学大学院・医学系研究科・発生発達神経科学分野教授
ニューログローバルコアセンター・センター長

大隅 典子 先生 に聞く
お お す み の り こ

【学歴 ・ 職歴】
1985年 3月	 東京医科歯科大学歯学部	卒業
1985年 4月	 東京医科歯科大学大学院・歯学研究科・博士課程	入学
1989年 3月	 東京医科歯科大学大学院・歯学研究科・博士課程修了/歯学博士
1989年 4月	 東京医科歯科大学顎口腔総合研究施設顎顔面発生機構研究部門	助手
1996年11月	 国立精神神経センター・神経研究所	室長
1998年11月	 東北大学大学院医学系研究科・器官構築学分野　教授
2002年 4月	 東北大学同研究科附属創生応用医学研究センター形態形成解析分野
	 （現発生発達神経科学分野）教授（現職）
2002年 4月〜2017年　東北大学総長特別補佐（男女共同参画担当）
2008年 4月〜2011年　東北大学ディスティングイッシュトプロフェッサー
2010年 4月	 附属創生応用医学研究センター・脳神経科学コアセンター長〜現在
	 （ニューログローバルコアセンター・同センター長に名称変更）
2015年 4月〜2019年　東北大学同研究科附属創生応用医学研究センター長
2018年 4月	 東北大学副学長、附属図書館長〜現在

【受賞歴】
1985年　長尾賞（東京医科歯科大学歯学部卒業時）
1992年　Hatton	Travel	Awards	（70th	IADR	Meeting,	1992年）
2006年　ナイスステップな研究者2006年　
2012年　TWAS	Associate	Fellow（2012年〜）
2022年　科学技術分野の文部科学大臣表彰（理解増進部門）
　　　　JST女性研究者活躍促進賞（ジュンアシダ賞）※東北大学として授与

【所属学会】
北米神経科学学会	国際問題委員2013〜2016	広報教育委員2018〜
EMBO	Associate	Member	2019〜
日本分子生物学会理事長2013〜2014	理事2016-2020
日本発生生物学会	運営委員2001〜2003/2006-2008
日本神経科学会	理事2002〜	副会長2017〜2019
日本精神神経薬理学会	理事2016〜2022	理事長2020〜2022	

【著 書】
脳からみた自閉症[障害]と[個性]のあいだ	：	講談社ブルーバックス
脳の誕生	発生・発達・進化の謎を解く	：	ちくま新書
自閉症学のすすめ	オーティズム・スタディーズの時代	：	共著ミネルヴァ書房
理系女性のライフプラン	：	共著MEDSi
理系女性の人生設計ガイド	自分を生かす仕事と生き方	：	共著	講談社ブルーバックス
個性学入門―個性創発の科学―	：	編集・分担執筆	朝倉書房

取材日：2023年3月27日
（一社）日本科学機器協会 会議室

聞き手 ： 梅垣喜通	 日本科学機器協会	広報委員長
	 	 高橋秀雄	 日本科学機器協会	広報副委員長
	 	 岡部和徳	 池田理化	取締役
	 	 岡田康弘	 日本科学機器協会	事務局長
  （取材・撮影・編集協力：クリエイティブ・レイ㈱　安井久雄）

大隅 典子 先生のプロフィール

全胚培養法による神経堤細胞の標識

子宮から胚を摘出

蛍光色素注射
全胚培養
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学研究科の垣塚彰先生に、「もう
ええんちゃう ？」と言われたのです。

その言葉はどういう意味だったの
ですか？

大隅　私はそれまで、学位をいた
だいた先生のところで助手をやり
ながら好きな研究が出来ていたの
ですごく幸せだったんです。しかし、
それだと先生がリタイアされたら路
頭に迷ってしまう、「自分の研究室
を持つことを考えなければいけない
よ」という意味だったのです。
　そういう助言を受けて考え直し、
国立精神・神経センター（当時）
に移り、室長になりました。こちら
には２年しかいませんでしたが、大
きな転機になりました。それまで東
京医科歯科大にずっといたのです
が、移ったことで“地域限定で遠く
ヘは動かない人”ではなく、“自分
で独立してやろうとする人”という風
に認知してもらえたと思います。そ
れもあって、この後すぐに東北大
学に呼ばれることになったと思って
います。

神経系の研究を更に深め
“父親加齢”の影響に着目

そして本格的に神経系の研究に
入られていくのですね。

大隅　はい。「脳がどう作られて
いくか」「脳の中で神経はどう作ら
れていくか」という研究です。
　神経の発生は、大変複雑で、
詳しく言うと分厚い本になってしまう
ので、ごく簡単に申し上げます。

世界の教科書にまで論文が引用
され、大隅先生の研究成果が今
も必須の知識として学ばれてい
るわけですね。

大隅　自分の論文が教科書に載
るというのは、素直にすごく嬉しい
ものです。自分の論文は言ってみ
れば我が子のように大切で、その
子がずっと生き延びてくれるような
嬉しい感情を覚えます。

女性ゆえのキャリアUPの
不都合な事情に直面する

大隅　しかし、今話した論文では
後悔したことが１つあります。当時、
私は山下さんという方と結婚してい
たので、発表した名前をOsumi-
Yamashita としていました。戸籍
に基づくパスポートネームが論文
にも反映されないと困るということ
もあり、ハイフンが入る名 前は
“かっこいいな”という何気ない気
持ちでそうしていたのですが、後
になって私が論文を発表する時の

「Osumi」と「Osumi-Yamashita」
では、論文の世界で別人扱いに

果として研究者として生き残ること
が出来、今に繋がっているかもし
れません。また、大学院進学にあ
たっての研究分野を選ぶ際に、
歯周病科や矯正科などの臨床系
は女性の人材は採らないといった
ことを、早くから耳にしていました。
　本格的に研究の道に進んでか
らは、女性だからという苦労は、
比較的感じなかったのが正直なと
ころです。しかし、これは私が着
任した職場の雰囲気によるので、
女性研究者１人１人、違う思いを
持っていると思います。

東京医科歯科大の、いわゆる歯
学の範疇での研究だったわけで
すが、そこからどのように研究を
発展させていったのでしょうか。

大隅　大学入学時から数えると
12年あまり東京医科歯科大に在籍
していました。その後、1996年11
月から国立精神神経センターに移
り、自分の研究室を持つようになり
ました。
　ここに至るには様々な経緯があ
りました。私は江藤一洋先生（東
京医科歯科大学元歯学部長）の
研究室にいたのですが、この研
究室は江藤先生が初めて作られ
たもので、つまり恩師以外に研究
者の先輩がいませんでした。そこ
で、教えてもらえる方を自ら動いて
外に求めていたのです。学会で
知り合った年齢の近い仲間や先
輩にも、色々な教えやアドバイスを
もらったのですが、そんな中である
時、医科歯科大学時代に同級生
でもあった、京都大学の生命科

なってしまうことを知って衝撃を受
けました。
　この体験から、若い女性にキャ
リアパスの話をする時には、「最
初の論文を書く時に、どういう名
前にするのかよく考えて選んだ方
が良い、その名前を使い続けない
といけないんです」という話をして
います。
　ですので、今話した教科書をは
じめ、他の論文にもかなり引用さ
れてきた論文の名義は、今の私と
は別人扱いになっていて、とても
残念に感じています。

当時は今と比べて、女性研究者
はとても少なかったと思います。
他にもご苦労は多々あったと思い
ますがいかがですか。

大隅　研究の道を選んだ時に、
「女性は男性の２倍の業績を上げ
て、はじめて同等に認められるので、
その覚悟はしておきなさい」といっ
たアドバイスを受けたことがありま
す。それを聞き、２倍は大変だけ
ど1.5倍くらいは頑張ろうという目標
を立ててやってきたので、その結

この図は、受精後何日経つと、脳
がどのように発生発達していくのか
をまとめたものです。左上の23の
数字とイラストは、受精後23日目の
脳で、それは途中から週、年と単
位が変わっています。27週の後に

「newborn」とあるのが、生まれ
た時の状態です。下の方には、
時間経過と共に、どのように脳に
神経系が出来ていくのかが示され
ています。
　「神経新生」「神経細胞移動」
などは、受精後50日あたりから始ま
り、お腹から生まれてくる前までに
その過程は終わっていることが分
かります。神経細胞移動というのは、
発生した神経細胞が同じところに
留まっているのではなく、色々なと
ころへ移動していきますよ、というこ
とです。
　その後、耳慣れない言葉かもし
れませんが、アストロサイト新生、
オリゴデンドロサイト新生という過程
を経て、出産前後にかけて、神
経細胞同士を結合するシナプスと
いう結合部分が出来ます。さらに

「髄鞘形成」というものが生後に

始まります。髄鞘とは、神経細胞
からは軸索と言う長い突起があり、
そこに巻かれるケーブル上のもの
です。それが作られる過程が髄
鞘形成です。その後、「シナプス
刈り込み」とあります。これは、シ
ナプスは最初は過剰に作られて、
それが刈り込まれていくことです。
このような、本当に色々な現象が
ずっと起きていきます。

受精後からこのようにして脳が作
られているという過程は、かなり
詳しく分かっているのですね。

大隅　ですが本当にたくさんの複
雑な現象があるので、１人の研究
者が、脳が作られる過程の全体
を研究するということは、あまりにも
困難です。なので、今話したよう
な一部のことを、それぞれの研究
者が調べています。
　 私の場 合は、先ほど話した
Pax6という遺伝子との出会いが
あったので、その機能がどんなと
ころで作用するのか、ということを
特定の段階に絞り込むことはなく、

ラットの小さな目のPax-6遺伝子の
変異は
中脳の移動障害と関連している

ウチダラット（rSey）:マウスの
Sey変異体に似た頭蓋顔面異常
を持つ新しい変異ラット

　藤原他、微分、1994

Silbereis et al., Neuron, 2016
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非常に広い範囲を対象に調べて
きたという感じです。

では、Pax6がどう影響していく
のか、ということをご教示いただ
けますでしょうか。

大隅　Pax6は神経の発生のあら
ゆる局面で非常に大事な役割を
果たします。「では、それがきちん
と働かないとどうなるのか」という
のが私の研究になるのですが、
神経発生に大切なものが働かな
いので、神経発達障害につながっ
ていくことになります。
　例えば、自閉スペクトラム症（ASD
＝Autism Spectrum Disorder)、
ADHD（ 注 意 欠 如・多 動 症 ）、
知的障害（ID＝Intellectual Disorder）
などは、神経発達障害と言われるも
のです。
　ちなみに神経発達障害の色々
な症状は、これまで自閉症、広汎
性発達障害、アスペルガー症候
群など色々な名称で呼ばれていま
したが、2013年のアメリカ精神医
学会の診断基準の発表以降、自
閉スペクトラム症としてまとめて表
現するようになっています。

自閉症スペクトラムの型も
当然１人１人の個性が違う

大隅　こうした研究に携わるにあ
たり、強く認識しておかなければ
いけないことは、当然のことながら

「自閉症の方 も々一般の健常な
方 と々同様に、１人１人に個性が
ある」ということです。
　私は2016年から2020年度の間

に、文部科学省の科学研究費・
新学術領域というプロジェクトの領
域代表を務めました。その時の
キーワードは「個性」ということで
した。参加した研究者や専門家は、
私のような神経科学分野だけでな
く、文系分野、数理系分野、ま
た装置開発に携わる方 な々ど、広
い分野にわたりました。
　「個性」創発脳を大テーマに、
例えばヒトにおける「個性」創発
とその基盤的研究を行動計測や
脳イメージングで行い、動物モデ
ルにおける「個性」創発とその
基盤的研究を遺伝子改変・環境
的介入・ゲノム/エピゲノム解析・
表現型解析などから考察し、その
両方のデータに立脚して「個性」
創発研究のための計測技術と数
理モデルを追求することに取り組
みました。

科学的な検証を深めながら、１人
１人に個性があるという大前提の
もと、多方面から取り組まれたわ
けですね。

父親の加齢が発症に影響
アメリカなど世界で注目

自閉スペクトラム症で明らかに
なっていることを教えていただけ
ますか。

大隅　大前提は“育て方で発症
するものではない”ということです。
　これは高い遺伝一致率が裏付
けにあります。遺伝一致率とは、
一卵性双生児の１人が自閉スペク
トラム症である場合、全く同じゲノ
ムを持つもう１人のきょうだいが発
症するのかということです。この一
致率が60％から90％と非常に高く、
つまり、遺伝による影響が大きいと
いうことになります。
　それは古くから言われていた事
でしたが、1990年代の終わり頃か
ら、DNAシーケンサなどを使って
の遺伝子解析が盛んに行われた
中で、より明らかになりました。そ
して、自閉スペクトラム症に関わる
遺伝子の候補もいくつも発見され、
PAX6もそのうちの１つと見なされて

います。これがあるから発症する
というのでなく、これがどう働くかが
影響を与えている、という意味で
の候補ということです。
　そして思い込まれていたことが
あるが原因ではないものが、ワク
チンです。ワクチンを打ったからと
いって発症はしません。今もそう信
じている人がいるのですが、これ
は捏造論文で広まったことであり、
その後、研究不正が明らかになり
全否定されています。繰り返しま
すが、ワクチンは自閉スペクトラム
症の要因ではありません。
　ではどういうことが原因になるか
ということで、広く言われてきたのは、
母体の感染や薬物暴露、栄養な
どでした。これに対し、私たちは"
父の加齢が自閉スペクトラム症の
発祥に影響している"ことをマウス
で検証することにしました。

自閉症などへの父加齢の
影響を論文で発表

女性の高齢出産のリスクについ
ては知られていますが「父親の
加齢が子に影響する」ということ
は、聞かないですね。

大隅　やはり発表後、驚かれまし
た。その論文のことは新聞などに
掲載されたのですが、去年「Wall 
Street Journal」でも取り上げら
れました。あまり知られていない、
父親の加齢の影響についてしっか
りとした記事になり、ひとつの事実
を多くの方が認識できる場をいた
だけて、とても嬉しかったです。

父親の加齢がおよぼす影響につ
いて、教えていただけますか。

大隅　女性の加齢、つまり卵子
の老化の影響は早くから言われて
きて、実際に妊娠率が下がり、流
産率は上がります。では男性の加
齢、つまり精子の老化はどうかとい
うと、精子が老化することでも相
手の流産率は上がります。
　とはいえ、「そこで妊娠して五
体満足で産まれてくればそれでい
い」という風潮があり深刻には問
題視されてこなかったかもしれませ
ん。逆に、ダウン症のように生まれ
た時にすぐにわかる病気があると、
母親が高齢であった場合は、母
親側のリスクばかりに目がいきがち
です。そしてまた、自閉スペクトラ
ム症や成人病は、出産から時間
が経ってから現れてくることでもあ
るので“父親”の影響は、皆さんほ
とんど気にされなかったわけです。

高齢の父の子供に見られる影響
は、以前から論文などであった
のでしょうか。

大隅　実はたくさんの論文で、加
齢した父親を持つ子の健康リスク
は唱えられてきていました。

男性中心で進んできた社会の風
潮の中で、男性側が不都合な事
実として取り上げてこなかったこ
とを、思ってしまいます。

大隅　例えば、加齢した父や喫
煙をする父の子は低体重児が多
いなど、多数の論文があります。

日本でも、浜松医大の先生によっ
て、父親の加齢が自閉スペクトラ
ム症の子が産まれることに影響し
ているのではないかということも唱
えられています。
　さらに、2016年に世界５か国の
メタ解析で600万人弱ぐらいを調
べたデータがあります。父親・母
親がともに20代である子どもの自
閉症発症率を仮に１として、父親
が30代、40代に加 齢した場 合、
同様に母親の場合で調べている
のですが、自閉症の子どもが生ま
れるリスクは、母親の加齢よりも父
親の加齢の方が大きいということ
が分かっています。

父親加齢による子への
影響を動物モデルで検証

大隅　私自身は特にフェミニズム
的な考えはありませんし、何でもか
んでも男女平等という考えを唱える
方にも賛同はしかねます。生物学
的な性差による特性はあるからで
す。しかし今申し上げてきたことは、
事実として科学的に裏付けをはっ
きりとさせることは非常に大切なこ
とだと思いました。
　そこで、動物モデルによる検証
を行って父親が加齢した影響がど
ういうふうに子どもに伝わるのかと
いう検証にチャレンジしました。
　使用したのは12か月程の加齢
マウスで、人間だと40代後半から
50代に相当します。そして音声コ
ミュニケーションで調べる手法をとり
ました。
　「若い父・若い母から産まれた
マウス」と「加齢父・若い母から
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産まれたマウス」を、それぞれ防
音箱に母親マウスから離して入れ
ておくとマウスは“ピーピー ”と超音
波帯で鳴くのですが、それを５分
間録音します。その５分間の音声
データをフーリエ変換という手法で
画像データにします。こうした時間
軸でどのような波形で鳴いたのか
など様 な々ことが画像データになる
と、複雑な解析が精密に行えるの
です。もちろんマウスは何十匹も
検証を繰り返し、たくさんのデータ
をとりました。
　これは一から手探りのチャレンジ
で、準備から論文発表まで５年以
上かかりました。

加齢父親の子マウスに
発達障害様の行動、
また、脳の構築に異常が

時間を要した検証の結果はいか
がでしたか。

大隅　大変意義深い結果がいく
つも得られました。
　まず「若い父・若い母から生ま

れた仔マウス」は“定型的音声発
達”という、いわば健康的な状態
が見られたのに対し、「加齢した
父より生まれた仔マウス」は、非
定型的音声発達の子がみられまし
た。逆にそのような非定型の仔マ
ウスは若い父からは産まれません
でした。このように加齢父の影響
が確かに検証出来ることを、解析
で示せたのです。
　では、そうした「加齢父より生
まれた仔マウス」の脳はどうなって
いるのだろうと、脳の解析をしまし
た。すると脳構築異常があったの
です。大脳皮質の厚みが減少し
ていて、発達障害様の脳構築と
なっていました。

父親のマウスが加齢していると
子のマウスがそうなってしまった
原因は何なのでしょうか。

大隅　まさにその「加齢父から子
へ、一体何が伝わったのか」とい
うことが問題でした。
　遺伝子変異は加齢で増えること
は分かっていましたが、私たちは

「おじいさん世代の加齢による影
響は、次の父世代が若いと、孫
には受け継がれずにキャンセルさ
れる」ということまで調べていました。
だからDNAのACTGの並びがあ
る世代で変化したからといって、
必ずしも末代まで伝わるわけでは
ないのです。

“加齢”が関係する何かがあると
いうことになるわけですね。

大隅　そういうことです。ですから
私たちは、遺伝情報が上書きされ
るような、いわば“ゆるい”部分で、
加齢によって何かが起こっている
のではないかと考えました。専門
的には“エピジェネティックな”という
言い方をします。
　その解析を東京農業大学の河
野友宏先生らのグループと共に行
いました。若い雄マウスと加齢し
た雄マウスの精子をとり、神経発
生・神経機能に関係するゲノム領
域を解析したのです。すると加齢
したマウスの精子は、96か所にお
いてDNAの低メチル化という現象
があったことが明らかになりました。
メチル化とはDNA情報が転写さ
れる時に関係してくるもので、ここ
に加齢したマウスと若いマウスで
はっきりと違いがあったのです。
　また、この低メチル化のところに
共通するモチーフとして、RESTと
いう転写制御因子の結合モチー
フが認められ、共通な分子メカニ
ズムが見えてきたかなというところ
です。その理由は、共通な分子
メカニズムが胎仔の脳の中でも、
脳の発生プログラムを少し改変す

るのに関わっているらしいということ
が分かったからということになります。

それは端的に言うと「加齢父の
普通じゃないメカニズム」が、そ
の子の脳が出来る時にも見られ
たということですか。

大隅　単純化して言うと、そういう
ことですね。このREST経路の異
常により脳構築に異常が出ることは、
マウスでもヒトでも分かっています。
精子から次世代に伝わるエピジェ
ネティックなメカニズムの一端を明ら
かにしたということになります。一方、
Pax6に関しても、父親が加齢した
場合での大変意義深い発見があり
ました。

Pax6は、大隅先生が脳の形成
に影響することをつきとめて論文
が教科書に載ったものでしたよね。

大 隅　そうです。この 検 証は、
Pax6変異を持つ若いもしくは加齢
した父マウスを若い野生型の母マ
ウスと野生型の母マウスと交配さ
せて調べました。すると、まず若
い父マウスからPax6変異を受け
継いだ仔マウスは、変異を受け継

いでいない仔マウスのきょうだいに
比して、音声コミュニケーションの
異常が見られました。これは想定
通りでした。一方で、加齢した
Pax6変異父マウスから変異を受
け継いだ仔マウスには、受け継い
でいないきょうだいマウスに比して、
音声コミュニケーションの異常では
なく“多動”の症状が目立ったので
す。つまりPax6の異常に加え、加
齢という２つ目のリスク因子が加
わったことで違った症状が現れた
のです。
　これは非常に重要な発見でした。
つまり“遺伝子－あらわれる現象や
症状”の関係は１対１の対応ではな
く、他のファクターが加わると変わ
るのだということです。この場合は
父の加齢が、そのファクターになり
ます。こうした例があることも、論
文の発表で行いました。

私達も「この遺伝子はこの病気
に関係する」といった情報を短
絡的に受け止めがちでした。

大隅　例えば「音声コミュニケー
ションの異常に関わる遺伝子は何
か、答えはPax6もその１つ」とあ
がってきますが、父が加齢してい

た場合は、その症状が見えてこな
いことがありえます。
　そして色々な発見は、多くの場
合、マウスなど動物実験が用いら
れますが、この時に実験で使った
マウスが若いか高齢なのかは考慮
されているかというと、そうでないこ
とはしょっちゅうあるわけです。で
すので、動物実験を行う方、ある
いは疫学的な研究を行う方などに
対して、こうした問題があるかもし
れないという注意喚起をしています。
　
動物での検証結果から
人の例をどう考察するか

大隅　また、強く受けとめている
事は、自閉症などの心の病を生
物学的に解けるのか、動物実験
の例をヒトにあてはめられるのかな
どの懐疑的な声があることで、そ
の視点は必ず持つべきものだと思
います。
　そうした中で、ヒトの神経発達
障害で論じられるある問題に対し
てどれだけヒトに近い動物モデル
をつくることができるか、というよりも、
マウスを用いて解くことのできる意
義のある問題にチャレンジするとい
うアプローチを持っています。これ
は私のこだわりでもあります。問題
に対しての答えが懐疑的になるの
ならば、少しずつ問い自体を立て
直し、それをいくつも重ねていく事
で、最初は漠然としていた大問題
を少しずつ解くことが出来るのでは
ないかという考え方です。

次号「科学の峰々」では、引き続き
大隅 典子先生にお話を伺います。

父親加齢による自閉症への
影響等、先入観なく検証が
進められていくことが大切です


